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戦後８０年 平和への誓いを胸に、未来へつなぐバトン

今年は、第二次世界大戦が終わってから８０年という節目の年です。この８０年間、
私たちは平和な日本で暮らすことができました。しかし、目を世界に転じれば、ウクラ
イナや中東では今もなお、悲しく、そして理不尽な戦争が続いています。私たちはこの
現実に、決して目を背けてはなりません。

○受け継がれる戦争の記憶：祖父が語り継いだ戦争
私の父は、母（私の祖母）のお腹の中にいる時に父（私の祖父）を戦争で亡くしまし

た。帰国途中に魚雷が命中し、今も東シナ海の海底に眠っています。終戦当時、まだ小
学生だった父は、深夜にB29爆撃機が自宅上空を通過し、家族と防空壕で息を潜めた話
や、戦時中には自宅の門扉をはじめ、金属類が強制的に供出され、それらが銃弾や兵器
に変わっていった話をしてくれました。身寄りのない方の遺骨を、遺族の代わりに家の
お墓に入れて供養しているとも聞いています。終戦の翌年12月、復興途中に南海地震が
発生し、津波被害でたくさんの方々が亡くなったそうです。また、母方の祖父からは、
戦地で数えきれないほどの死体を見たこと、そして食べるものがなくなり、草を食べて
生き延びたという壮絶な体験を繰り返し聞かされました。あまりにも悲惨な話に、思わ
ず「もうやめて」と言ってしまったこともあります。しかし、祖父は何度も何度も同じ
話を語り続けました。「戦争は絶対にしたらあかん」―悲しげにそう語っていた祖父の言
葉は、今も私の心に深く刻まれています。
希望を捨てず、未来を信じて懸命に生きてくれた先人のおかげで、今の私たちがあります。まさ

に「命のバトン」を受け取っているんです。この命のバトンを大切にしてほしいと思います。

○魂を揺さぶられた記憶：戦争が奪うもの
以前、沖縄のひめゆりの塔、広島の原爆ドーム、長崎の長崎平和資料館、そして鹿児島の知覧

特攻記念館を訪れたことがあります。特に知覧では、まだあどけない笑顔の残る若き特
攻隊員たちの遺書や遺品に触れ、彼らが故郷や愛する家族への深い思いを胸に、死と向
き合ったことを知りました。その時、私の胸は激しく締め付けられ、涙が止まりません
でした。
戦争は、未来ある若者たちの命を無慈悲に奪い、多くの人々の尊厳を破壊し、ただた

だ深く、そして癒えることのない悲しみと憎しみしか生み出しません。これは、私たち
が決して忘れてはならない真実です。

○平和への強い意志：私たちにできること
「戦争はいけない」という言葉は、あまりにも当たり前すぎて、時にその重みを忘れ

がちです。しかし、本当に大切なのは、その言葉の先に、私たちがどう行動するかです。
まず、戦争の悲惨さを知り、決して風化させないこと。過去の過ちから目をそらさず、

学び続けること。そして、その学びを次の世代に、熱い思いを込めて語り継いでいくこ
と。ご家庭でも、戦争について語り合い、当時の資料や書籍に触れてみてほしいと思い
ます。子どもたちの心に、平和への種を蒔く大切な時間となるはずです。
次に、身近なところから平和を築き上げること。友達と手を取り合い、困っている人



がいれば迷わず手を差し伸べる。一人ひとりの違いを認め、尊重し合うこと。小さな争
いから目を背けず、対話と理解で解決しようとすること。こうした日々の積み重ねこそ
が、争いのない、真に平和な社会を築くための、力強い一歩となると思います。
○未来へ託す平和のバトン
戦後８０年という節目を迎え、私たちは改めて平和の尊さを魂の底から感じ、その重

みを深く噛みしめるべきだと思います。過去の悲しみから学び、今を生きる私たち、そ
してこの国の未来を担う子どもたちが、希望に満ちた、温かい世界を築いていけるよう、
共に考え、行動していきましょう。私たちは、平和のバトンを、確かな手で未来へつな
いでいかなければなりません。
この学校だよりが、ご家庭で戦争と平和について深く語り合うきっかけとなり、平和

への強い思いが子どもたちの心に宿ることを心から願っています。

９月行事予定

日 曜 行事
9/1 月 前期後半開始
9/2 火
9/3 水
9/4 木
9/5 金
9/6 土
9/7 日 家庭人権学習の日
9/8 月 委員会活動
9/9 火
9/10 水 公開授業日
9/11 木
9/12 金
9/13 土
9/14 日
9/15 月 敬老の日
9/16 火
9/17 水
9/18 木
9/19 金
9/20 土
9/21 日 運動会
9/22 月 振替休業日
9/23 火 秋分の日
9/24 水
9/25 木
9/26 金
9/27 土
9/28 日
9/29 月
9/30 火

１０月行事予定
９日（木）後期終業式

１０日（金）秋季休業日、市陸上運動記録会
１３日（月）秋季休業日、市陸上運動記録会（予備日）
１４日（火）後期始業式
２５日（土）県陸上運動記録会


